


2026
法
律
（
法
曹
コ
ー
ス
）

法律学科授業科目一覧表（法曹コース） （2026年度入学生）



2026
法
律
（
法
曹
コ
ー
ス
）

※４年次は、卒業要件に含まれる科目のうちから、２単位以上を修得すること



2026
法
律
（
公
共
法
務
コ
ー
ス
）

法律学科授業科目一覧表（公共法務コース） （2026年度入学生）



2026
法
律
（
公
共
法
務
コ
ー
ス
）

※４年次は、卒業要件に含まれる科目のうちから、２単位以上を修得すること



2026
法
律
（
企
業
コ
ー
ス
）

法律学科授業科目一覧表（企業コース） （2026年度入学生）



2026
法
律
（
企
業
コ
ー
ス
）

※４年次は、卒業要件に含まれる科目のうちから、２単位以上を修得すること



2026
国
際
企
業
関
係
法

国際企業関係法学科授業科目一覧表 （2026年度入学生）



2026
国
際
企
業
関
係
法

※４年次は、卒業要件に含まれる科目のうちから、２単位以上を修得すること



2026
政
治
（
公
共
政
策
コ
ー
ス
）

政治学科授業科目一覧表（公共政策コース） （2026年度入学生）



2026
政
治
（
公
共
政
策
コ
ー
ス
）

※４年次は、卒業要件に含まれる科目のうちから、２単位以上を修得すること



2026
政
治
（
地
域
創
造
コ
ー
ス
）

政治学科授業科目一覧表（地域創造コース） （2026年度入学生）



2026
政
治
（
地
域
創
造
コ
ー
ス
）

※４年次は、卒業要件に含まれる科目のうちから、２単位以上を修得すること



2026
政
治
（
国
際
政
治
コ
ー
ス
）

政治学科授業科目一覧表（国際政治コース） （2026年度入学生）



2026
政
治
（
国
際
政
治
コ
ー
ス
）

※４年次は、卒業要件に含まれる科目のうちから、２単位以上を修得すること



2026
政
治（
メ
デ
ィ
ア
政
治
コ
ー
ス
）

政治学科授業科目一覧表（メディア政治コース） （2026年度入学生）



2026
政
治（
メ
デ
ィ
ア
政
治
コ
ー
ス
）

※４年次は、卒業要件に含まれる科目のうちから、２単位以上を修得すること



32

卒業するためには、4年以上の在学期間と133単位以上の単位修得が要件となります。

この二つの要件を満たさない限り卒業はできません。

また、上記の要件の他に、必修科目の修得および選択必修科目の指定された条件を満

たす必要があります。次の最低修得単位数および上限修得単位数に十分注意し、履修登

録してください。

⑴ 最低修得単位数

科目区分（専門教育科目、外国語科目、健康・スポーツ科目、総合教育科目）ごと

に、修得しなければならない最低修得単位数が設定されています。卒業するためには、

この最低修得単位数を満たしたうえで、133単位以上を修得する必要があります。

⑵ 上限修得単位数

科目区分ごとに、卒業単位に含まれる上限単位数が設定されています。この上限単

位数を超えて修得した単位数は随意科目として取り扱われ、卒業に必要な単位数には

含まれません。ただし、随意科目扱いとなった科目もすべて卒業までに修得可能な単

位数（170単位）に含まれます。

科　目　区　分 専門教育 外国語 健康・スポーツ 総合教育

最低修得単位数 62 14
（外国人留学生は16） ４ 24

上限修得単位数 128
（外国人留学生は126） 28 ７ 36

卒業に必要な最低修得単位数 133

卒業までに修得可能な単位数 170

※各科目区分の最低修得単位数の合計は104単位になります。

卒業に必要な最低修得単位数（133単位）以上を修得するためには、各科目区分の上限

修得単位数内で、さらに合計29単位を修得する必要があります。

７．卒業要件卒業要件
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自身の単位取得状況と履修要項を確認し、必ずご自身で卒業要件を充足しているかを判断してください。

〇経済学科卒業要件一覧表

科目区分

卒業要件

必修指定
科目単位

区分単位
備考卒業に必要な

最低単位
卒業単位に含む
上限単位

専
門
教
育
科
目

導入科目 0

62
128

※外国人留学生
については、
126単位

◇「入門演習」「経済入門」2科目4単位もしくは、「総合教育科目
演習Ⅰ」（科目区分：総合教育科目）1科目4単位のどちらかを必
ず履修登録する。（※１）（履修要項 P.37 参照）

基礎科目 16

〇「基礎マクロ経済学」「基礎ミクロ経済学」2科目8単位必修
△「日本経済史」「西洋経済史」「マルクス経済学」「経済政策論」    
「経済学史」のうち、2科目8単位選択必修。ただし、「日本経済史」
「西洋経済史」はいずれか1科目のみ選択必修単位に算入される。
（※２）（履修要項 P.37 参照）

経
済
学
科
科
目

学科基本科目 12
△「財政学」「社会政策」「金融論Ⅰ」「社会思想史」のうち、2科
目8単位選択必修。

△「中級マクロ経済学」「中級ミクロ経済学」「独占資本主義論」
のうち、1科目4単位選択必修。

経済総合
クラスター科目

12 △12単位選択必修。（※３）（対象科目は授業科目一覧表 P.2 参照）ヒューマン
エコノミー

クラスター科目

関連科目 0 ─

（
※
４
）

学
部
共
通
科
目

法律プログラム 0
※「キャリア・デザイン・ワークショップ」「学術情報の探索・活
用法」は卒業要件に含まれない。0

学部間共通科目 0 ─

外
国
語
科
目

英
語

Ⅰ系

6
14

※外国人留学生
については、
16単位

28

△Ⅰ系・Ⅱ系・Ⅲ系の区分にかかわらず、６単位選択必修。（履修
要項 P.39 参照）Ⅱ系

Ⅲ系

初
習
外
国
語

Ⅰ系 6 〇Ⅰ系初習外国語のうち、「各外国語1a・1b」「各外国語2a・2b」4
科目4単位必修。（※５）

△Ⅰ系初習外国語のうち、「各外国語3a・3b」もしくは「各外国語
4a・4b」2科目2単位選択必修。（※５）（履修要項 P.40 参照）

Ⅱ系 0
Ⅲ系 0

（
※
６
）

特
別
科
目

各
学
部
共
通

日
本
語
科
目
等

Aコース 16 16
─

〇日本語Aコースを履修する者は、日本語Aコース4科目16講座16
単位必修。

〇日本語Bコースを履修する者は、日本語Bコース2科目8講座8単
位必修。（履修要項 P.42～44 参照）Bコース 8 8

健康・スポーツ科目 4 4 7 〇「健康・スポーツ科学論」「健康・スポーツ実習Ⅰa・Ⅰb」の3
科目4単位必修。（履修要項 P.42）

総
合
教
育
科
目

基
本
科
目

人文科学 4

24 36
△24単位選択必修。ただし、基本科目のうち人文科学、社会科学、
自然科学の３分野から各４単位選択必修とする。（履修要項P.42 
参照）

社会科学 4
自然科学 4

─
卒業に必要な最低単位 133 ─

※１　「入門演習」「経済入門」「総合教育科目演習Ⅰ」は再履修できません。履修登録は必須ですが、単位取得が必須である科目（＝必修科目）ではありません。

※２　「日本経済史」と「西洋経済史」の両方を履修した場合は、どちらか１科目４単位のみ、2科目8単位選択必修の卒業要件に算入されます。

　　　残りのどちらか１科目４単位については、卒業に必要な最低単位（133単位）には算入されますが、2科目8単位選択必修の卒業要件には算入されません。

※３　「卒業要件」と「クラスター修了要件」（P.49参照）は異なります。クラスター修了要件を充足していない場合でも、卒業要件を充足していれば卒業は可 

　　　能です。

※４　「演習１」、「演習２」、「演習３」（卒業論文の提出）は必修科目ではありません。

※５　初習外国語は１ヶ国語で６単位を修得する必要があります。言語変更前の初習外国語と合わせて６単位と算入することはできません。

※６　外国人留学生が対象となります。
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自身の単位取得状況と履修要項を確認し、必ずご自身で卒業要件を充足しているかを判断してください。

〇経済情報システム学科卒業要件一覧表

科目区分

卒業要件

必修指定
科目単位

区分単位
備考卒業に必要な

最低単位
卒業単位に含む
上限単位

専
門
教
育
科
目

導入科目 0

62
128

※外国人留学生
については、
126単位

◇「入門演習」「経済入門」2科目4単位もしくは、「総合教育科目
演習Ⅰ」（科目区分：総合教育科目）1科目4単位のどちらかを必
ず履修登録する。（※１）（履修要項 P.37 参照）

基礎科目 16

〇「基礎マクロ経済学」「基礎ミクロ経済学」2科目8単位必修
△「日本経済史」「西洋経済史」「マルクス経済学」「経済政策論」    
「経済学史」のうち、2科目8単位選択必修。ただし、「日本経済史」
「西洋経済史」はいずれか1科目のみ選択必修単位に算入される。
（※２）（履修要項 P.37 参照）

経
済
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
科
目

学科基本科目 12 △「統計学」「経営学」「産業構造論」「ICTスキル」「空間経済学」
のうち、3科目12単位選択必修。

企業経済
クラスター科目

12 △12単位選択必修。（※３）（対象科目は授業科目一覧表 P.4 参照）
経済情報

クラスター科目

関連科目 0 ─

（
※
４
）

学
部
共
通
科
目

法律プログラム 0
※「キャリア・デザイン・ワークショップ」「学術情報の探索・活
用法」は卒業要件に含まれない。0

学部間共通科目 0 ─

外
国
語
科
目

英
語

Ⅰ系

6
14

※外国人留学生
については、
16単位

28

△Ⅰ系・Ⅱ系・Ⅲ系の区分にかかわらず、６単位選択必修。（履修
要項 P.39 参照）Ⅱ系

Ⅲ系

初
習
外
国
語

Ⅰ系 6 〇Ⅰ系初習外国語のうち、「各外国語1a・1b」「各外国語2a・2b」4
科目4単位必修。（※５）

△Ⅰ系初習外国語のうち、「各外国語3a・3b」もしくは「各外国語
4a・4b」2科目2単位選択必修。（※５）（履修要項 P.40 参照）

Ⅱ系 0
Ⅲ系 0

（
※
６
）

特
別
科
目

各
学
部
共
通

日
本
語
科
目
等

Aコース 16 16
─

〇日本語Aコースを履修する者は、日本語Aコース4科目16講座16
単位必修。

〇日本語Bコースを履修する者は、日本語Bコース2科目8講座8単
位必修。（履修要項 P.42～44 参照）Bコース 8 8

健康・スポーツ科目 4 4 7 〇「健康・スポーツ科学論」「健康・スポーツ実習Ⅰa・Ⅰb」の3
科目4単位必修。（履修要項 P.42）

総
合
教
育
科
目

基
本
科
目

人文科学 4

24 36
△24単位選択必修。ただし、基本科目のうち人文科学、社会科学、
自然科学の３分野から各４単位選択必修とする。（履修要項P.42 
参照）

社会科学 4
自然科学 4

─
卒業に必要な最低単位 133 ─

※１　「入門演習」「経済入門」「総合教育科目演習Ⅰ」は再履修できません。履修登録は必須ですが、単位取得が必須である科目（＝必修科目）ではありません。

※２　「日本経済史」と「西洋経済史」の両方を履修した場合は、どちらか１科目４単位のみ、2科目8単位選択必修の卒業要件に算入されます。

　　　残りのどちらか１科目４単位については、卒業に必要な最低単位（133単位）には算入されますが、2科目8単位選択必修の卒業要件には算入されません。

※３　「卒業要件」と「クラスター修了要件」（P.49参照）は異なります。クラスター修了要件を充足していない場合でも、卒業要件を充足していれば卒業は可 

　　　能です。

※４　「演習１」、「演習２」、「演習３」（卒業論文の提出）は必修科目ではありません。

※５　初習外国語は１ヶ国語で６単位を修得する必要があります。言語変更前の初習外国語と合わせて６単位と算入することはできません。

※６　外国人留学生が対象となります。
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自身の単位取得状況と履修要項を確認し、必ずご自身で卒業要件を充足しているかを判断してください。

〇国際経済学科卒業要件一覧表

科目区分

卒業要件

必修指定
科目単位

区分単位
備考卒業に必要な

最低単位
卒業単位に含む
上限単位

専
門
教
育
科
目

導入科目 0

62
128

※外国人留学生
については、
126単位

◇「入門演習」「経済入門」2科目4単位もしくは、「総合教育科目
演習Ⅰ」（科目区分：総合教育科目）1科目4単位のどちらかを必
ず履修登録する。（※１）（履修要項 P.37 参照）

基礎科目 16

〇「基礎マクロ経済学」「基礎ミクロ経済学」2科目8単位必修
△「日本経済史」「西洋経済史」「マルクス経済学」「経済政策論」    
「経済学史」のうち、2科目8単位選択必修。ただし、「日本経済史」
「西洋経済史」はいずれか1科目のみ選択必修単位に算入される。
（※２）（履修要項 P.37 参照）

国
際
経
済
学
科
科
目

学科基本科目 12
〇「国際経済学」4単位必修。
△「国際金融論」「世界経済論」「国際経済政策」「国際開発論」の
うち、2科目8単位選択必修。

貿易・国際金融
クラスター科目

12 △12単位選択必修。（※３）（対象科目は授業科目一覧表 P.6 参照）
経済開発

クラスター科目

関連科目 0 ─

（
※
４
）

学
部
共
通
科
目

法律プログラム 0
※「キャリア・デザイン・ワークショップ」「学術情報の探索・活
用法」は卒業要件に含まれない。0

学部間共通科目 0 ─

外
国
語
科
目

英
語

Ⅰ系

6
14

※外国人留学生
については、
16単位

28

△Ⅰ系・Ⅱ系・Ⅲ系の区分にかかわらず、６単位選択必修。（履修
要項 P.39 参照）Ⅱ系

Ⅲ系

初
習
外
国
語

Ⅰ系 6 〇Ⅰ系初習外国語のうち、「各外国語1a・1b」「各外国語2a・2b」4
科目4単位必修。（※５）

△Ⅰ系初習外国語のうち、「各外国語3a・3b」もしくは「各外国語
4a・4b」2科目2単位選択必修。（※５）（履修要項 P.40 参照）

Ⅱ系 0
Ⅲ系 0

（
※
６
）

特
別
科
目

各
学
部
共
通

日
本
語
科
目
等

Aコース 16 16
─

〇日本語Aコースを履修する者は、日本語Aコース4科目16講座16
単位必修。

〇日本語Bコースを履修する者は、日本語Bコース2科目8講座8単
位必修。（履修要項 P.42～44 参照）Bコース 8 8

健康・スポーツ科目 4 4 7 〇「健康・スポーツ科学論」「健康・スポーツ実習Ⅰa・Ⅰb」の3
科目4単位必修。（履修要項 P.42）

総
合
教
育
科
目

基
本
科
目

人文科学 4

24 36
△24単位選択必修。ただし、基本科目のうち人文科学、社会科学、
自然科学の３分野から各４単位選択必修とする。（履修要項P.42 
参照）

社会科学 4
自然科学 4

─
卒業に必要な最低単位 133 ─

※１　「入門演習」「経済入門」「総合教育科目演習Ⅰ」は再履修できません。履修登録は必須ですが、単位取得が必須である科目（＝必修科目）ではありません。

※２　「日本経済史」と「西洋経済史」の両方を履修した場合は、どちらか１科目４単位のみ、2科目8単位選択必修の卒業要件に算入されます。

　　　残りのどちらか１科目４単位については、卒業に必要な最低単位（133単位）には算入されますが、2科目8単位選択必修の卒業要件には算入されません。

※３　「卒業要件」と「クラスター修了要件」（P.49参照）は異なります。クラスター修了要件を充足していない場合でも、卒業要件を充足していれば卒業は可 

　　　能です。

※４　「演習１」、「演習２」、「演習３」（卒業論文の提出）は必修科目ではありません。

※５　初習外国語は１ヶ国語で６単位を修得する必要があります。言語変更前の初習外国語と合わせて６単位と算入することはできません。

※６　外国人留学生が対象となります。
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自身の単位取得状況と履修要項を確認し、必ずご自身で卒業要件を充足しているかを判断してください。

〇公共・環境経済学科卒業要件一覧表

科目区分

卒業要件

必修指定
科目単位

区分単位
備考卒業に必要な

最低単位
卒業単位に含む
上限単位

専
門
教
育
科
目

導入科目 0

62
128

※外国人留学生
については、
126単位

◇「入門演習」「経済入門」2科目4単位もしくは、「総合教育科目
演習Ⅰ」（科目区分：総合教育科目）1科目4単位のどちらかを必
ず履修登録する。（※１）（履修要項 P.37 参照）

基礎科目 16

〇「基礎マクロ経済学」「基礎ミクロ経済学」2科目8単位必修
△「日本経済史」「西洋経済史」「マルクス経済学」「経済政策論」    
「経済学史」のうち、2科目8単位選択必修。ただし、「日本経済史」
「西洋経済史」はいずれか1科目のみ選択必修単位に算入される。
（※２）（履修要項 P.37 参照）

公
共
・
環
境
経
済
学
科
科
目

学科基本科目 16 △「公共経済学」「財政学」「環境経済学」「公共政策」「国際公共
政策」「行政学」のうち、4科目16単位選択必修。

公共
クラスター科目

8 △8単位選択必修。（※３）（対象科目は授業科目一覧表 P.8 参照）
環境

クラスター科目

関連科目 0 ─

（
※
４
）

学
部
共
通
科
目

法律プログラム 0
※「キャリア・デザイン・ワークショップ」「学術情報の探索・活
用法」は卒業要件に含まれない。0

学部間共通科目 0 ─

外
国
語
科
目

英
語

Ⅰ系

6
14

※外国人留学生
については、
16単位

28

△Ⅰ系・Ⅱ系・Ⅲ系の区分にかかわらず、６単位選択必修。（履修
要項 P.39 参照）Ⅱ系

Ⅲ系

初
習
外
国
語

Ⅰ系 6 〇Ⅰ系初習外国語のうち、「各外国語1a・1b」「各外国語2a・2b」4
科目4単位必修。（※５）

△Ⅰ系初習外国語のうち、「各外国語3a・3b」もしくは「各外国語
4a・4b」2科目2単位選択必修。（※５）（履修要項 P.40 参照）

Ⅱ系 0
Ⅲ系 0

（
※
６
）

特
別
科
目

各
学
部
共
通

日
本
語
科
目
等

Aコース 16 16
─

〇日本語Aコースを履修する者は、日本語Aコース4科目16講座16
単位必修。

〇日本語Bコースを履修する者は、日本語Bコース2科目8講座8単
位必修。（履修要項 P.42～44 参照）Bコース 8 8

健康・スポーツ科目 4 4 7 〇「健康・スポーツ科学論」「健康・スポーツ実習Ⅰa・Ⅰb」の3
科目4単位必修。（履修要項 P.42）

総
合
教
育
科
目

基
本
科
目

人文科学 4

24 36
△24単位選択必修。ただし、基本科目のうち人文科学、社会科学、
自然科学の３分野から各４単位選択必修とする。（履修要項P.42 
参照）

社会科学 4
自然科学 4

─
卒業に必要な最低単位 133 ─

※１　「入門演習」「経済入門」「総合教育科目演習Ⅰ」は再履修できません。履修登録は必須ですが、単位取得が必須である科目（＝必修科目）ではありません。

※２　「日本経済史」と「西洋経済史」の両方を履修した場合は、どちらか１科目４単位のみ、2科目8単位選択必修の卒業要件に算入されます。

　　　残りのどちらか１科目４単位については、卒業に必要な最低単位（133単位）には算入されますが、2科目8単位選択必修の卒業要件には算入されません。

※３　「卒業要件」と「クラスター修了要件」（P.49参照）は異なります。クラスター修了要件を充足していない場合でも、卒業要件を充足していれば卒業は可 

　　　能です。

※４　「演習１」、「演習２」、「演習３」（卒業論文の提出）は、必修科目ではありません。

※５　初習外国語は１ヶ国語で６単位を修得する必要があります。言語変更前の初習外国語と合わせて６単位と算入することはできません。

※６　外国人留学生が対象となります。
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　総合政策学部を卒業するためには、４年以上在学し、所定の単位（卒業に必要な最低

修得単位数）を修得しなければなりません。

　卒業するために修得しなければならない授業科目の履修については、コース・分野に

より異なるため、履修のルールを十分に理解して、無理なく、系統的な履修ができるよ

うに計画をたててください。

総合政策学部で開講される授業科目の構成と内容は、次の通りです。

科目群区分
科目の内容による区分（それぞれの科目区分ごとに履修の条件
が決められています）

基礎科目群
導 入 教 育
外 国 語 教 育
グローバルスタディーズ

情 報 フ ル エ ン シ ー
ス ポ ー ツ・ 健 康 政 策

基幹科目群
学科間共通科目
マネジメント・ポリシーサイエンス
文化・地域

応用科目群
演習　GATEプログラム　インターンシップ　
特殊講義　学部間共通科目

随　意　科　目 キャリア・デザイン・ワークショップ
学術情報の探索・活用法

　卒業に必要な最低修得単位数は、126単位です。

　この単位数は、卒業に必要な最低限の単位数です。皆さんは、この単位数を超えて、

さらに多くの科目の単位が修得できるように履修計画をたててください

１．授業科目の履

　　修について

⑴  授業科目の構

成

⑵  卒業に必要な

　 単位数

Ⅱ　履修について

　本学部では、年度によってカリキュラムが改正されています。改正されたカリキュラムは、原則として改

正された年度の入学生から適用されます。従って、入学年度により卒業必要単位数および科目群の履修条件

が異なっている場合がありますので、授業科目の履修にあたっては、配当年次、単位数、履修条件等を入学

時に配布されたACADEMIC CATALOG（本書）で十分に確認して学修計画を作成してください。

　卒業に必要な最低修得単位数は、126単位です。

　この単位数は、卒業に必要な最低限の単位数です。皆さんは、この単位数を超えて、

さらに多くの科目の単位が修得できるように履修計画をたててください。

　各年次ごとに履修計画をたてるにあたっては、次の履修ルールを守ってください。

⑵　 卒業に必要な

単位数

導入科目群 導入教育

外国語教育科目群
外国語教育・GATEプログラム、グローバルスタディーズ、外部

検定試験認定科目

基礎科目群

情報フルエンシー、データサイエンス・リテラシー、フィジカ

ル・リテラシー、法学、経済・経営、政治・社会、グローバル・

リージョナル・スタディーズ（国際地域文化）、グローバル・

イッシューズ（国際現代社会）

専門科目群

法学、経済・経営、政治・社会、グローバル・リージョナル・ス

タディーズ（国際地域文化）、グローバル・イッシューズ（国際

現代社会）

応用科目群 演習、インターンシップ、特殊講義、学部間共通科目

随意科目
卒業に必要な単位に含まれない科目（キャリア・デザイン・ワー

クショップ、学術情報の探索・活用法）

9



⑶　 履修のルール 履修のルール①

　各年次ごとに履修できる授業科目の単位数は決められています。これを年次別最高履

修単位といいます。

　各年次ともにこの単位数を超えて授業科目を履修することはできません（ただし、随

意科目はこの制限を越えて履修することができます）。

年 次 別 最 高 履 修 単 位 数 一 覧

学　年 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

上限単位数 46単位 46単位 48単位 48単位

※５年次以降については在学１ヵ年につき48単位を上限単位数とします。

履修のルール②

　すでに単位を修得した授業科目を再び履修することはできません。

　ただし、「フィジカル・リテラシー」、「特殊講義」、「Lecture」、「Seminar」、「Intensive 

Reading」（テーマが異なる場合）については、重複して科目を履修することができます。

なお、「フィジカル・リテラシー」については、重複して履修した場合に卒業に必要な

単位数に算入されるのは、２単位までとなります。

履修のルール③

　上級年次に配当された授業科目を履修することはできません。

履修のルール④

　下級年次に配当された授業科目は、単位を修得していない科目に限って、自由に履修

することができます。

履修のルール⑤

　授業科目はすべて、必修科目、選択必修科目、選択科目、随意科目のいずれかに区分

されています。各学科・コースの履修条件を満たすためにも、この科目の区分を十分に

理解してください。

　必修科目 卒業するために必ず履修し単位を修得しなくてはならな
い科目。

　選択必修科目 指定された科目の中から、履修条件にあわせて履修し単
位を修得しなければならない科目。

　選択科目 卒業要件を満たすために必修科目・選択必修科目以外で
自由に選択できる科目。

　随意科目 成績は記録されるが、卒業に必要な単位数には算入され
ない科目。

44 44 44 44

44

すでに単位を修得した授業科目を再び履修することはできません。

ただし、「フィジカル・リテラシー」、「特殊講義」、「GATE Seminar」（テーマが異な

る場合）については、重複して科目を履修することができます。

なお、「フィジカル・リテラシー」については、重複して履修した場合に卒業に必要な

単位数に算入されるのは、２単位までとなります。
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２． 導入科目群の
履修について

基礎演習の履修

⑴　 基礎編（オン

デマンド型授

業）

⑵　 発展編（面接

授業またはラ

イブ型オンラ

イン授業）

総合政策概論　１② ２単位必修
基礎演習Ⅰ　１② ２単位必修
基礎演習Ⅱ　１②
大学生のための論文作成の技法（基礎編）１～４②
大学生のための論文作成の技法（発展編）１～４②

基礎演習はⅠ、Ⅱともに１講座のみ履修できます。履修方法については授業時間割を

ご参照ください。

大学生のための論文作成の技法（基礎編）・（発展編）

本科目の目的は、大学での学びの基礎となる学術的文章の特色を理解し、論文作成に

必要なアカデミック・ライティングの技法を基礎から学ぶことです。大学生として知っ

ておきたい基礎知識を理解し、大学での学修に必要な〈知る／読む／考える〉ことに習

熟しながら〈書く〉ことを中心に学んでいきます。

2026年度開講科目
対象学部 科目名 開講期間 単位 配当年次

全学部
大学生のための論文作成の技法

（基礎編）
前期
後期

2単位
1年次

※2022年度以
降入学生のみ

※　理工学部のみ取得単位が卒業必要単位数に含まれない自由科目となります。

※ 　前期は前期、後期は後期の決められた期間にmanaba上で履修申込を行ってくだ

さい（※学部の履修登録期間とは異なります）。また、希望者が定員を超えた場合

は抽選となります。履修登録は事務室で行います（自動登録科目）。

※　シラバスをよく読んで履修申込をしてください。

レポート作成や卒業論文の執筆のためには、①自分が立てた問いに対して必要な資料

や文献を適切に選び、その内容を正確に理解するスキル、②そこで得た知見に基づいて

自分と他者の考えを整理し、さらに思考を深め、自分の意見を確立するスキル、③その

内容を他者と共有できるよう、きちんとした文章として書きあげるスキルが必要です。

本科目の目的は、これらのスキルを実践的かつ総合的に学ぶことです。

2026年度開講科目
対象学部 科目名 開講期間 単位 配当年次

全学部
大学生のための論文作成の技法

（発展編）
前期
後期

2単位
1年次

※2022年度以
降入学生のみ

※　理工学部のみ取得単位が卒業必要単位数に含まれない自由科目となります。

※　 前期は前期、後期は後期の決められた期間にmanaba上で履修申込を行ってくだ

さい（※学部の履修登録期間とは異なります）。また、希望者が定員を超えた場

合は抽選となります。履修登録は事務室で行います（自動登録科目）。

※　シラバスをよく読んで履修申込をしてください。
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３． 外国語教育
科目群の履
修について

　①　英語

卒業に必要な科目・単位数一覧

学　　　科
必修科目・単位数

合　計
１　年　次 ２　年　次

政策科学科
国際政策文化学科

英語（1aⅠ－1cⅡ）
　　　６単位

英語（2aⅠ－2cⅡ）
　　　６単位

12単位

必修

※『英語1aⅠ・Ⅱ』、『英語2aⅠ・Ⅱ』（Global Career Focus）の成績評価について

必修科目『英語1aⅠ・Ⅱ』、『英語2aⅠ・Ⅱ』（Global Career Focus）の成績評価に

ついては、本学部で実施するTOEIC IPテストのスコアを30％含めます。

※成績評価コントロールについて

レベル別に編成された１年次・２年次必修英語クラスでは、各クラス内における達成

度にくわえて、学年全体における相対的な実力を勘案した成績評価を実施します。原則

として、レベル別にS評価の割合を以下のとおりとします。
レベル Sの割合
D1 20-50%
D2、D3 20-40%
C1、C2 20-30%
C3、C4 20-30%
B1、B2 10-20%
B3、B4 10-20%
A1、A2 0-10%
A3 0-5%

　②　英語運用能

　　　力試験

　③　グループ別

　　　クラス編成

　総合政策学部における英語（必修科目）の授業は、この試験により編成されるグルー

プ別クラスにおいて行われ、成績評価にもこの試験結果が一部反映されますので、毎年

必ず受験してください（成績評価への反映の詳細については別途お知らせします）。

英語運用能力試験（TOEICテスト）について

この試験は、総合政策学部に在籍する学生を対象に年に２～３回実施します。実施に

ついての詳細はガイダンスおよびC plusで説明します。

１、２年次においては、英語運用能力試験（TOEICテストに換算）により英語（必

修科目）を受講するクラスの編成を行います。このクラス編成により指定されたクラス

は原則として１年間変更されません。

。
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　英語以外の外国語の履修については、学科により履修条件が異なりますので注意して

ください。

学　　　科 英語以外の外国語の履修条件

政　策　科　学　科　　　　　　　　　
選　択　科　目　　　　　　　　
（20単位まで卒業に必要な単位数に
算入できる）　　　　　　　　　

国際政策文化学科　　　　　　　　　 必　修　科　目　　　　　　　　

国際政策文化学科
の履修条件

10単位必修（10単位を超えて修得した単位は、20単位まで卒業
に必要な単位数に算入できる）　　　　　　　　　　　　　　　

１　年　次 ２　年　次

各外国語（1aⅠ～1cⅡ）
６単位

各外国語（2aⅠ～2bⅡ）
４単位

英語以外の外国語一覧

ドイツ語、フランス語、中国語、韓国・朝鮮語、アラビア語、
マレー・インドネシア語、ロシア語、ペルシア語、ヒンディー・ウルドゥー語

履修方法の詳細については授業時間割を参照してください。

　⑤　英語以外の

　　　外国語
④

⑤　 GATEプロ

グラム

なお、GATEプログラムの英語以外の外国語で実施する科目を履修する場合、履修を

希望する語種の１･２年次配当科目10単位を修得していることが条件となるため、注意

してください。

「GATE」プログラムは「Global Access Training & Education」の略であり、プロ

グラム指定科目の授業はすべて指定外国語で実施されます。国際社会でのコミュニ

ケーションを可能にする語学的トレーニングのみならず、issue orientedな授業テーマ

について、現地語で学ぶことを目的とします。英語によるGATEプログラムはGATE 

Seminarとして1年次から開講されています。受講生には一定の英語のレベルに到達し

ていることが求められます。受講に関する条件は、授業時間割を参照してください。英

語以外の外国語によるGATEプログラムは3年次から各語種のセミナーⅠ～Ⅵとして開

講されます。プログラムの詳細については、毎年度授業時間割で確認してください。

13



国際政策文化学科

１年次 ２年次
履修方法

科目 単位 科目 単位

Ｂ
コ
ー
ス

日本語Ｂ（1） ２ 日本語Ｂ（3） ２

日本語８単位必修と英語８
単位または英語以外の外国
語８単位必修（本人が国籍
を有する国の公用語を除く）
※1

日本語Ｂ（2） ２ 日本語Ｂ（4） ２

英語（1aⅠ）～（1cⅡ）、（2aⅠ）～（2cⅡ）
から８科目

または
英語以外の外国語（1aⅠ）～（1cⅡ）、
（2aⅠ）～（2bⅡ）から８科目

８

日本事情 日本事情Ⅰ ４ 日本事情Ⅱ ４ ８単位必修※2

※1　（1aⅠ）と（1aⅡ）、（1bⅠ）と（1bⅡ）、（1cⅠ）と（1cⅡ）はセット履修です。
※2　修得した単位は基礎科目群の科目に代える。

⑶　グローバル

　　スタディーズ

　特別科目は、外国人留学生のための科目です。「日本語」および「日本事情」が設置

されています。

　総合政策学部の外国人留学生は、原則として、一律日本語Ｂコースに指定されます。

以下の履修方法に基づき、「日本語」「日本事情」および外国語科目を履修登録してくだ

さい。

政策科学科

１年次 ２年次
履修方法

科目 単位 科目 単位

Ｂ
コ
ー
ス

日本語Ｂ（1） ２ 日本語Ｂ（3） ２ 日本語８単位必修と英語６
単位必修（本人が国籍を有
する国の公用語が英語の場
合のみ、英語以外の外国語
６単位必修）※1

日本語Ｂ（2） ２ 日本語Ｂ（4） ２

英語（1aⅠ）～（1cⅡ）、（2aⅠ）～（2cⅡ）
から６科目 ６

日本事情 日本事情Ⅰ ４ 日本事情Ⅱ ４ ８単位必修※2
※1　（1aⅠ）と（1aⅡ）、（1bⅠ）と（1bⅡ）、（1cⅠ）と（1cⅡ）はセット履修です。
※2　修得した単位は基礎科目群の科目に代える。

１年次 ２年次
履修方法

科目 単位 科目 単位

Ｂ
コ
ー
ス

日本語B
Ⅰ⑴、Ⅰ⑵ ２ 日本語B

Ⅰ⑶、Ⅰ⑷ ２ 日本語８単位必修と英語６
単位必修（本人が国籍を有
する国の公用語が英語の場
合のみ、英語以外の外国語
６単位必修）※1

日本語B
Ⅱ⑴、Ⅱ⑵ ２ 日本語B

Ⅱ⑶、Ⅱ⑷ ２

英語（1aⅠ）～（1cⅡ）、（2aⅠ）～（2cⅡ）
から６科目

６

日本事情 日本事情 ２
※1　（1aⅠ）と（1aⅡ）、（1bⅠ）と（1bⅡ）、（1cⅠ）と（1cⅡ）はセット履修です。

　⑥　特別科目　

　　　（外国人留

　　　学生のため

　　　の科目）の

　　　履修

⑦ 　「外国語研修」は、夏季または春季休暇期間中に学部指定のプログラムに参加し、外

国語研修と文化交流を行います。募集方法詳細は、該当語種の授業およびC plus でお

知らせします。成績評価は、翌学期に付与されますのでご注意ください。

１年次 ２年次
履修方法

科目 単位 科目 単位

Ｂ
コ
ー
ス

日本語B
Ⅰ⑴、Ⅰ⑵ ２ 日本語B

Ⅰ⑶、Ⅰ⑷ ２

日本語８単位必修と英語８
単位または英語以外の外国
語８単位必修（本人が国籍
を有する国の公用語を除く）
※1

日本語B
Ⅱ⑴、Ⅱ⑵ ２ 日本語B

Ⅱ⑶、Ⅱ⑷ ２

英語（1aⅠ）～（1cⅡ）、（2aⅠ）～（2cⅡ）
から８科目

または
英語以外の外国語（1aⅠ）～（1cⅡ）、
（2aⅠ）～（2bⅡ）から８科目

８

日本事情 日本事情 ２
※1　（1aⅠ）と（1aⅡ）、（1bⅠ）と（1bⅡ）、（1cⅠ）と（1cⅡ）はセット履修です。
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⑧　 外部検定試

験認定科目

外部検定試験単位認定制度は、カリキュラムに「外部検定試験における単位認定科

目」を設置し、所定の級位・スコアを取得した場合に成績は付与せずに単位認定のみ行

うものです。成績評価は全て「N(認定)」とし、GPA算出基準となる科目の対象外とな

ります。「英語」、「英語以外の外国語」の社会的評価を有する外部検定試験により本学

部の教育課程における学修の効果測定を行うことを目的としています。

申請方法はmanabaコース「外部検定試験単位認定制度」を確認してください。

⑴英語
認定科目 認定単位数 検定試験の種類 認定基準

英語検定・能力試験Ⅰ ２
TOEIC

650以上
英語検定・能力試験Ⅱ ２ 750以上
英語検定・能力試験Ⅲ ２ 850以上
英語検定・能力試験Ⅰ ２

TOEFL iBT
61以上

英語検定・能力試験Ⅱ ２ 79以上
英語検定・能力試験Ⅲ ２ 92以上
英語検定・能力試験Ⅰ ２

IELTS
5.0以上

英語検定・能力試験Ⅱ ２ 6.0以上
英語検定・能力試験Ⅲ ２ 6.5以上
※ 単位認定の対象となる検定試験は、総合政策学部に在籍している期間中に受験したも

のに限る。

※TOEIC（IP）のスコアは申請の対象外とする。

※ 申請する科目よりも低位の認定基準に対応する科目の単位認定を受けていない場合は、

全ての科目を申請する。
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⑵英語以外の外国語

英語以外の外国語について、単位を認定するのは、現に履修している語種または過去

に履修していた語種に限ります。
認定科目 認定単位数 語種 検定試験の種類 認定基準

英語以外の外
国語検定・能
力試験Ⅰ

２

ドイツ語

ドイツ語技能検
定試験

3級以上

ゲーテ・ドイツ
語検定試験

A2以上

フランス語

フランス語検定
（DAPF）

3級以上

DELF/DALF A2以上
TCF 200点以上

中国語
HSK 4級以上
中国語検定試験 3級以上

韓国語

ハングル能力検
定試験

3級以上

韓国語能力試験
（TOPIK）

3級以上

マレー・イン
ドネシア語

インドネシア語
技能検定試験

C級以上

ロシア語

東京ロシア語学
院のロシア語能
力検定試験

3級以上

ロシア語検定試
験（ТРКИ）

基 礎 レ ベ ル
（ТБУ(A2）)
以上

※１　英語以外の外国語において単位認定できるのは、１語種に限る。

※２　 アラビア語、ペルシア語、ヒンディー・ウルドゥー語は、外部検定試験が無いた

め、対象外とする。

※３　 単位認定の対象となる検定試験は、総合政策学部に在籍している期間中に受験し

たものに限る。
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４． 基礎科目群
の履修につ
いて

①　 情報フルエ

ンシー

②　 データサイ

エンス・リ

テラシー

③　 フ ィ ジ カ

ル・リテラ

シー

基礎科目群については、卒業のために必要な単位の修得が学科によって異なりますので

注意してください。

１年次 ２年次 必修・選択
情報学基礎② 必修
情報倫理②
情報処理基礎②

情報ネットワーク論②
デジタル社会論②
プログラミング演習②

選択

※ 「情報処理基礎」は選択科目ですが、パソコンや文書作成・表計算ソフトの操作方法

等、大学でのあらゆる学びの基礎となるスキルを修得する科目です。パソコンを用い

た文書作成や表計算の経験がない方は、履修するようにしてください。

データサイエンス・リテラシーの履修については、学科により必修科目が異なります

ので注意してください。

政策科学科
１年次 ２年次 必修・選択
AI・データサイエンスと現代社会②
AI・データサイエンス入門②
統計学入門②

６単位必修

基礎数学② 選択
計量経済学②
計量政治学②
社会統計学②
調査研究デザイン②

２単位選択必修

国際政策文化学科
１年次 ２年次 必修・選択
AI・データサイエンスと現代社会②
AI・データサイエンス入門②
統計学入門②

６単位必修

基礎数学② 計量経済学②
計量政治学②
社会統計学②
調査研究デザイン②

選択

「フィジカル・リテラシー」の内容は以下の通りです。なお、開講内容は毎年発行さ

れる授業時間割で確認してください。

ゴルフ バスケット
ボール

ボディ
デザイン

フィットネス
トレーニング サッカー バトミントン

スキー
（シーズン
コース）

※ ２単位を超えて履修し単位を修得した場合、卒業に必要な単位数には含めません。

ただし、GPA算出の対象には含めます。
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　各種目ともに履修定員があるため、希望者が多い場合には抽選によって種目を決定し

ます。

　なお、履修手続きの日時、方法等については学年の初めに配布される授業時間割にて

お知らせします。（シーズンコースの履修方法・詳細については別途お知らせします。）

　　　　　「フィジカル・リテラシー」の履修単位について

　この科目は１年次から４年次までの間に自由に履修年度を選択することができま

す。

　履修した科目（種目）については２単位まで卒業単位に算入されます。また、２

単位修得後にさらにこの科目の履修を希望する場合には、定員に余裕のある場合に

かぎって履修することを認めます。

「フィジカル・リテラシー」履修上の注意

①最初の授業では担当教員から授業実施にあたっての注意等があります。通常の服装で

出席してください。

②降雨の場合など、種目によっては教室で授業を行う場合があります。教場変更等につ

いてはその都度お知らせします。

③授業中に怪我をした場合には、直ちに担当教員に連絡してください。

④着がえについては指定された更衣室を使用してください。

　

　

学生は自身の所属する学科の主たる専門領域（系統）を明確に把握し、他学科の領域

（系統）からも選んで履修する制度を整え、学部の理念である『政策と文化の融合』を

目指します。

政策科学科

主専攻

法学
入門・法学②

２単位選択必修憲法Ⅰ（人権）②
憲法Ⅱ（統治構造）②

経済・経営

入門・経済学② ４単位必修入門・経営学②
ミクロ経済学② 選択
入門・会計学② 選択

政治・社会

入門・社会学② ４単位必修入門・政治学②
スポーツ･健康政策Ⅰ② 選択
スポーツ･健康政策Ⅱ② 選択
社会心理学② 選択

副専攻

グローバル・
リージョナル・
スタディーズ
（国際地域文化）

入門・民族と文化②

４単位選択必修

文化人類学Ⅰ②
入門・宗教と社会②
入門・歴史と文明②

グローバル・
イッシューズ
（国際現代社会）

入門・哲学②
入門・社会倫理学②
入門・社会文化表現②
入門・社会文化批評②

④　 主専攻・副

専攻
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国際政策文化学科

主専攻

グローバル・
リージョナル・
スタディーズ
（国際地域文化）

入門・民族と文化②

４単位選択必修
文化人類学Ⅰ②
入門・宗教と社会②
入門・歴史と文明②

グローバル・
イッシューズ
（国際現代社会）

入門・哲学②

４単位選択必修入門・社会倫理学②
入門・社会文化表現②
入門・社会文化批評②
入門・社会学② 選択
スポーツ･健康政策Ⅰ② 選択
スポーツ･健康政策Ⅱ② 選択

副専攻

法学
入門・法学②

４単位選択必修

憲法Ⅰ（人権）②
憲法Ⅱ（統治構造）②

経済・経営

入門・経済学②
入門・経営学②
ミクロ経済学②
入門・会計学②

政治・社会 入門・政治学②
社会心理学②

５． 専門科目群
の履修につ
いて

学生は自身の所属する学科の主たる専門領域（系統）を明確に把握し、他学科の領域

（系統）からも選んで履修する制度を整え、学部の理念である『政策と文化の融合』を

目指します。

卒業するためには、以下の単位数が必要です。
学科 卒業所定単位の履修条件 必要単位数
政策科学科 主専攻３分野から34単位 50単位

副専攻２分野から16単位
国際政策文化学科 主専攻２分野から34単位 50単位

※２年次配当科目に選択必修あり
副専攻３分野から16単位
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なお、学科別の専門科目は次のとおりです。

〈政策科学科〉
科目・分野・コース 2年次 3・４年次 必要単位数

主
専
攻

法学

行政法Ⅰ（総論）, 行政法Ⅱ
（行政救済論）, 民法Ⅰ（総
則）,民法Ⅱ（物権）,民法Ⅲ
（債権総論）,民法Ⅳ（債権各
論）,刑法Ⅰ（総論）,刑法Ⅱ
（各論）,国際法（基礎）,国際
機構法,EU法Ⅰ（基礎）,EU法
Ⅱ（政策）

社会安全政策論Ⅰ,社会安全政
策論Ⅱ ,犯罪統御Ⅰ ,犯罪統御
Ⅱ,会社法,民事訴訟法,刑事訴
訟法

主専攻3分野
から 34単位
必修

経済・経営

マクロ経済学,財政学 ,金融論 ,
公共経済学 ,公共政策 ,産業組
織論,経営戦略論,経営組織論,
マーケティング論 ,会計学 ,簿
記論Ⅰ,簿記論Ⅱ

財政政策 ,地方財政論 ,金融政
策 ,国際金融論 ,国際政治経済
論 ,開発経済論 ,産業政策（情
報通信）,情報政策論 ,法と経
済学,公共選択,日本経済論,国
際経営論 ,現代企業論 ,コーポ
レート・ガバナンス , コーポ
レート・ファイナンス,マーケ
ティング・リサーチⅠ,マーケ
ティング・リサーチⅡ,人的資
源管理論

政治・社会

国際関係理論Ⅰ,国際関係理論
Ⅱ ,国際政治史 ,東アジア国際
政治と日本 , グローバリゼー
ションと市民社会,ＮＰＯ・Ｎ
ＧＯ論,政治行動論,行政学Ⅰ,
行政学Ⅱ,中央官庁リレー講座,
環境と社会

近代日本外交史,現代日本外交
史 ,環境社会学 ,アメリカ外交
論,意思決定論,社会計画法,都
市計画論 ,安全保障論 ,政策過
程論

副
専
攻

グローバル・リー
ジョナル・スタ
ディーズ（国際地
域文化）

地域研究方法論,文化人類学Ⅱ,
比較宗教論,グローバルヒスト
リー概論 ,アジア近代史 ,日本
社会文化論Ⅰ,日本社会文化論
Ⅱ ,東アジア社会文化論Ａ ,東
アジア社会文化論Ｂ,東南アジ
ア社会文化論,南アジア社会文
化論 ,西アジア社会文化論 ,ロ
シア社会文化論,ヨーロッパ社
会文化論Ａ,ヨーロッパ社会文
化論Ｂ ,イギリス社会文化論 ,
アメリカ社会文化論

法人類学 ,文化人類学特論 ,宗
教学特論 ,アジア哲学思潮 ,比
較文化論,シルクロードの歴史
と文化,東アジア文化誌,日本・
アジア関係史 ,文化交流史 ,現
代南アジア論,ロシア・ユーラ
シア交流論,ヨーロッパ交流論
Ａ ,ヨーロッパ交流論Ｂ ,オセ
アニア交流論,現代アメリカ論

副専攻2分野
から 16単位
必修

グローバル・イッ
シューズ（国際現
代社会）

社会思想 ,社会倫理学 ,文明の
社会学,ジェンダー・セクシャ
リティと文化Ⅰ,エスニシティ
とヒューマンライツ , 社会言
語学 ,現代文芸論 ,ジャーナリ
ズム論 ,映像メディア論 ,近代
アートと社会,現代アートと社
会

現代社会思想 , 文化表象論 ,
ジェンダー・セクシャリティ
と文化Ⅱ ,ジェンダー思想 ,政
策文化関係論,グローバル社会
と移民 ,法と文学 ,グローバル
社会と文化表象Ａ,グローバル
社会と文化表象Ｂ
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<国際政策文化学科〉
　科目・分野・コース 2年次 ３・４年次 必要単位数

主
専
攻

グローバル・リー

ジ ョ ナ ル ・ ス タ

ディーズ（国際地域

文化）

○地域研究方法論,○文化人

類学Ⅱ ,○比較宗教論 ,○グ

ローバルヒストリー概論,○

アジア近代史,日本社会文化

論Ⅰ ,日本社会文化論Ⅱ ,東

アジア社会文化論Ａ,東アジ

ア社会文化論Ｂ,東南アジア

社会文化論,南アジア社会文

化論 ,西アジア社会文化論 ,

ロシア社会文化論,ヨーロッ

パ社会文化論Ａ,ヨーロッパ

社会文化論Ｂ,イギリス社会

文化論,アメリカ社会文化論

法人類学 ,文化人類学特論 ,

宗教学特論,アジア哲学思潮,

比較文化論,シルクロードの

歴史と文化,東アジア文化誌,

日本・アジア関係史,文化交

流史 ,現代南アジア論 ,ロシ

ア・ユーラシア交流論,ヨー

ロッパ交流論Ａ,ヨーロッパ

交流論Ｂ,オセアニア交流論,

現代アメリカ論

⑴グローバ

ル ・ リ ー

ジョナル・

スタディー

ズ（国際地

域文化）の

○印がつい

た科目 5 科

目のうち 2

科目 4 単位

選択必修。
主専攻 2分

野から 3 4

単位必修

グローバル・イッ

シューズ（国際現代

社会）

○社会思想 ,○社会倫理学 ,

○文明の社会学 , ○ジェン

ダー・セクシャリティと文

化Ⅰ,エスニシティとヒュー

マンライツ,グローバリゼー

ションと市民社会,ＮＰＯ・

ＮＧＯ論 ,環境と社会 ,社会

言語学 ,現代文芸論 ,ジャー

ナリズム論,映像メディア論,

近代アートと社会,現代アー

トと社会

現代社会思想 ,文化表象論 ,

ジェンダー・セクシャリ

ティと文化Ⅱ,ジェンダー思

想 ,政策文化関係論 ,グロー

バル社会と移民,環境社会学,

法と文学,グローバル社会と

文化表象Ａ,グローバル社会

と文化表象Ｂ

⑵グローバ

ル ・ イ ッ

シ ュ ー ズ

（国際現代社

会）の○印

がついた科

目 4 科目の

うち2科目4

単位選択必

修。

副
専
攻

法学

行政法Ⅰ（総論）,行政法Ⅱ

（行政救済論）,民法Ⅰ（総

則）,民法Ⅱ（物権）,民法Ⅲ

（債権総論）,民法Ⅳ（債権

各論）,刑法Ⅰ（総論）,刑法

Ⅱ（各論）,国際法（基礎）,

国際機構法 ,EU 法Ⅰ（基

礎）,EU法Ⅱ（政策）

社会安全政策論Ⅰ,社会安全

政策論Ⅱ ,犯罪統御Ⅰ ,犯罪

統御Ⅱ,会社法 ,民事訴訟法,

刑事訴訟法

副専攻3分野から16単位

必修

経済・経営

マクロ経済学 ,財政学 ,金融

論,公共経済学,公共政策,産

業組織論 ,経営戦略論 ,経営

組織論 ,マーケティング論 ,

会計学,簿記論Ⅰ,簿記論Ⅱ

財政政策 ,地方財政論 ,金融

政策 ,国際金融論 ,国際政治

経済論 ,開発経済論 ,産業政

策（情報通信）,情報政策論,

法と経済学 ,公共選択 ,日本

経済論 ,国際経営論 ,現代企

業論,コーポレート・ガバナ

ンス,コーポレート・ファイ

ナンス,マーケティング・リ

サーチⅠ,マーケティング・

リサーチⅡ,人的資源管理論

政治・社会

国際関係理論Ⅰ,国際関係理

論Ⅱ ,国際政治史 ,東アジア

国際政治と日本,政治行動論,

行政学I,行政学Ⅱ,中央官庁

リレー講座

近代日本外交史,現代日本外

交史 ,アメリカ外交論 ,意思

決定論 ,社会計画法 ,都市計

画論 ,安全保障論 ,政策過程

論
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　応用科目群については、各学科とも卒業に必要な単位は共通です。

学　　科 応用科目群の最低修得単位数

政策科学科

国際政策文化学科
12単位

　演習科目は、1講座あたりの履修人員制限があるため、履修申し込み手続きが必要と

なります。履修申し込み手続きおよび各演習科目の内容については、履修前年度の秋に

募集要項として周知します。C Plus 等のお知らせを確認してください。

　演習科目は、次の 3パターンで履修します。履修パターンは教員ごとに指定されてお

り、翌年度以降も同じ担当教員で、継続して履修することになります。教員ごとの履修

パターンは、入学時のガイダンスおよびC plus、各種演習の募集要項でご確認ください。

４．応用科目群の

　　履修について

⑴　 演　習

　①　演習科目

学　　科 応用科目群の最低修得単位数

政策科学科

国際政策文化学科
12単位

６

※ 「卒業論文」は 4単位で、担当教員の指導のもと卒業論文を提出することで、単位認

定されます。論文作成の詳細はC Plus でお知らせします。

　「学術研究」は、学術的課外活動による学習成果に対し、単位を付与する科目です。

活動について学部専任教員の指導をあらかじめ受けていることが条件となります。「学

術研究Ⅰ」「学術研究Ⅱ」それぞれ 8単位まで卒業に必要な単位に算入することができ

ます。

　申請方法等の詳細は、C plus でお知らせします。

パターン 2年次 3年次 4年次 合計単位

A（2・3・４年次）専門演習Ⅰ・Ⅱ 事例研究（演習）Ⅰ・Ⅱ
卒業研究（演習）Ⅰ・Ⅱ
卒業論文

16

B（3・4年次） 事例研究（演習）Ⅰ・Ⅱ
事例研究（演習）Ⅰ・Ⅱ
卒業論文

12

C（2・3年次） 専門演習Ⅰ・Ⅱ 事例研究（演習）Ⅰ・Ⅱ 8

　②　学術研究

※1クラス原則として15名以下のゼミ形式で開講し、総合政策学部専任教員が担当しま

す。

専門演習Ⅲ、Ⅳ

専門演習Ⅲ、Ⅳ

専門演習Ⅲ、Ⅳ

専門演習Ⅴ、Ⅵ

専門演習Ⅴ、Ⅵ

C plus

C plus

、Ⅱ

、Ⅱ
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【中央大学学則】

（メディアを利用して行う授業科目）

第三十二条の二　前条に規定する授業については、多様なメディアを高度に利用し

て、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。

２　多様なメディアを高度に利用して行う授業科目及び履修方法等は、各学部教授

会が別に定める。

（メディアを利用して行う授業で修得した単位）

第三十五条の六　第三十二条の二に規定する授業の方法により修得した単位につい

ては、第四十三条第一項第二号に規定する卒業に必要な単位のうち、六十単位を超え

ないものとする。

国際情報学部を卒業するためには、４年以上在学し、所定の単位を修得しなければ

なりません。

卒業するために修得しなければならない授業科目の履修については、ルールを十分

に理解して、無理なく、系統的な履修ができるように計画をたててください。

（1） 卒業に必要な単位数

卒業に必要な最低修得単位数は、124 単位です。

この単位数は、卒業に必要な最低限の単位数です。この単位数を超えて、さらに多

くの科目の単位が修得できるように履修計画をたててください。

各年次の履修計画をたてるにあたっては、次の履修ルールを守ってください。

（2） 履修のルール

① 各年次に履修できる授業科目の上限単位数は決められています。これを年次別

最高履修単位といいます。

各年次ともにこの単位数を超えて授業科目を履修することはできません。

年次別最高履修単位数一覧

学   　年 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次以降

上限単位数 42 単位 42 単位 38 単位 38 単位 38 単位※
※修学・卒業を延長した場合（５年次以降）は、卒業までに履修可能な最高履修単

位数（160 単位）から前年度までに修得した単位数を差し引いた数が、その年の最

高履修単位数になります。ただし、上限は 38 単位です。

※再履修枠については、別途ルールを定めています（P.12）。

３．授業科目の

履修について
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② 授業科目はすべて、必修科目、選択科目のいずれかに区分されています。

 履修条件を満たすためにも、この科目の区分を十分に理解してください。
必修科目 卒業するために必ず履修し単位を修得しなくてはならない科目。

選択科目 卒業要件を満たすために必修科目以外で自由に選択できる科目。

③ すでに修得した授業科目を再び履修することはできません。

④ 自身の年次以下の年次に配当された授業科目は、単位を修得していない科目に

限って、自由に履修することができます。

⑤ 自身の年次より上級年次に配当された授業科目を履修することはできません。

「専門科目群」では、卒業をするのに必要な 124 単位のうち、68 単位（「情報基盤」：

30 単位、「情報法」：30 単位、「関連科目」（「情報発展」、「情報実践」）：8単位）以上の

修得が必要です。詳細は次のとおりです。

（1）「情報基盤」の履修

卒業するためには、「情報基盤」では、30 単位以上の修得が必要です。

30 単位のうち、次の表の 8科目 16 単位は必修です。

必修科目

１年次 ２年次

前期 後期 前期 後期

国際情報概論② プログラミング基礎② 先端国際情報学② ２年次後期以降は選

択科目のみ

（必修科目はありま

せん。）

基礎情報学② 情報倫理② 情報理論②

インターネット概論②

情報フルエンシー②
※科目名の後の〇の中の数字は単位数を表します。

① 情報フルエンシー

「情報フルエンシー」（１年次前期配当科目）は、１クラスあたり 20 人程度で授

業を行います。入学時に振り分けられたクラスで実施します。

1）クラスは自動振分となっているため、履修登録は不要です。

2）指定されたクラスは変更ができません。

3）詳細については、「国際情報学部授業時間割」を確認してください。

② プログラミング基礎

「プログラミング基礎」（１年次後期配当科目）は、１クラスあたり 20 人程度で

授業を行います。１年次前期中に実施するアンケートにてクラス編成を行います。

1）クラスは自動振分となっているため、履修登録は不要です。

４．専門科目群の

履修について
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2）指定されたクラスは変更ができません。

3）詳細については、「国際情報学部授業時間割」を確認してください。

（2） 「情報法」の履修

卒業するためには、「情報法」では、30 単位以上の修得が必要です。

30 単位のうち、次の表の 10 科目 20 単位は必修です。

必修科目

１年次 ２年次 ３年次

前期 後期 前期 後期 前期

法学概論② 情報政策概論②
民事法（情報不

法行為法）②

行政法（情報行

政法）②
３年次前期以降

は選択科目のみ

（必修科目はあ

りません。）

民事法（総則と

情報契約法）②
情報と憲法②

情報プライバ

シー権法②

刑事法（概論）

②

AI・ロボット

法②

情報法②
※科目名の後の〇の中の数字は単位数を表します。

① 情報政策ワークショップ

「情報政策ワークショップ」（2年次後期配当科目）は、グループでのディベート

や、プレゼンテーションを行う授業形式のため、履修人数制限があります。

履修申込手続が必要です。履修方法の詳細については、「国際情報学部授業時間

割」を参照してください。

（3） 「関連科目」（「情報発展」、「情報実践」）の履修

卒業するためには、「関連科目」（「情報発展」、「情報実践」）では、8単位以上の修得

が必要です。

「関連科目」（「情報発展」、「情報実践」）には必修科目はありません。

① 学問最前線、学際最前線

「学問最前線」（1年次前期配当科目）及び「学際最前線」（3・4年次前期配当科目）

は、法学部、理工学部、国際情報学部の共同開講です。履修人数制限があります。

履修方法の詳細については、「国際情報学部授業時間割」を参照してください。

② 映像制作基礎

「映像制作基礎」（１年次後期配当科目）は、ワークステーション教室で実施す

る授業のため、履修人数制限があります。

履修申込手続が必要です。履修方法の詳細については、「国際情報学部授業時間

割」を参照してください。
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③ 集中講義

休業期間中に集中講義として実施する科目もあります。集中講義の開講につい

ては、「国際情報学部授業時間割」を参照してください。

「演習科目群」では、卒業をするのに必要な 124 単位のうち、2単位の修得が必要です。

詳細は次のとおりです。

（1） 演習科目の履修

卒業するためには、演習科目では、必修 1科目 2単位の修得が必要です。

（2） 基礎演習

「基礎演習」（１年次前期配当科目）は、１クラスあたり 7～ 8 人程度でゼミ形式の

授業を行います。

1）クラスは自動振分となっているため、履修登録は不要です。

2）指定されたクラスは変更ができません。

3）詳細については、「国際情報学部授業時間割」を確認してください。

（3） 国際情報演習Ⅰ～Ⅴ

「国際情報演習」は、次のとおり２年次後期～４年次後期までの期間で専門分野を少

人数クラスで学ぶゼミ形式の科目です。

科目名 配当年次・学期 履修方法
国際情報演習Ⅰ ２年次・後期 履修申込手続が必要
国際情報演習Ⅱ ３年次・前期

「国際情報演習Ⅰ」からの

継続による自動登録のた

め、手続は不要

国際情報演習Ⅲ ３年次・後期
国際情報演習Ⅳ ４年次・前期
国際情報演習Ⅴ ４年次・後期

① クラスあたりの履修人数に制限があるため、「国際情報演習Ⅰ」は履修申込手続

が必要です。履修申込手続の詳細については、２年次前期開始前に募集要項と

して周知します。C plus 等のお知らせを確認してください。

② 「国際情報演習Ⅰ～Ⅴ」（２年次後期～４年次後期配当科目）を通じて、同じ担

当教員のもとで継続して履修します。原則として変更はできません。

（4） 卒業研究

「卒業研究」（４年次後期配当科目）は、「国際情報演習」の履修者が履修します。

（5） 特定課題研究

「卒業研究」を履修しない場合には、個人の研究テーマに基づいて、「特定課題研究」

を履修することができます。

５．演習科目群の

履修について
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「グローバル・教養科目群」では、卒業をするのに必要な 124 単位のうち、24 単位以

上の修得が必要です。24 単位の詳細は次のとおりです。

（1） 「グローバル」の履修

卒業するためには、「グローバル」では、16 単位以上の修得が必要です。

16 単位のうち、次の表の 6科目 12 単位は必修です。

必修科目

１年次 ２年次 ３年次

前期 後期 前期 後期 前期

論理学Ⅰ② 論理学Ⅱ②
３年次前期以

降は選択科目

のみ

（必修科目はあ

りません。）
統合英語Ⅰ② 統合英語Ⅱ② 情報英語Ⅰ② 情報英語Ⅱ②

※科目名の後の〇の中の数字は単位数を表します。

① 統合英語Ⅰ・Ⅱ、情報英語Ⅰ・Ⅱ

「統合英語Ⅰ・Ⅱ」（１年次配当科目）及び「情報英語Ⅰ・Ⅱ」（２年次配当科目）

については、次のとおりプレイスメントテストならびに進度確認テストにてクラ

ス編成を行います。編成されたクラスは変更ができません。

科目名 配当年次・学期 クラス編成方法

統合英語Ⅰ １年次・前期
新入生ガイダンスで実施する /プレイスメ

ントテスト（TOEIC）
統合英語Ⅱ １年次・後期

情報英語Ⅰ ２年次・前期
１年次の１月下旬頃に実施する/進度確認テ

スト（TOEIC）
情報英語Ⅱ ２年次・後期

② 短期留学・短期インターンシップ科目

次の表の２科目は、夏季または春季休業期間中に海外渡航をし、またその事前

指導および事後指導を実施することで単位を付与する科目です。

１～４年次
前期 後期

ＩＣＴ留学② 国際ＩＣＴインターンシップ②
※科目名の後の〇の中の数字は単位数を表します。

６．グローバル・

教養科目群の

履修について



11

履修申込手続が必要です。内容や実施時期、費用等の詳細については、C plus 等の

お知らせを確認してください。

（2） 「教養」の履修

卒業するためには、「教養」では、８単位以上の修得が必要となります。

「教養」には必修科目はありません。

国際情報学部の学生が、他学部で開講されている授業科目を履修する場合のルール

は次のとおりです。

（1）履修の上限

年次別最高履修単位の範囲内において、卒業までに 30 単位を上限に履修することが

できます。ただし、留学による単位認定が 30 単位を超える場合、合わせて 60 単位を

超えることはできません。

また、単位を修得できなかった場合でも、他学部履修をした単位数として加算され

ます。なお、同じ科目を再履修する場合には、単位数は加算されません。

（2）単位算入

修得した単位は、各科目群には算入されず、卒業に必要な単位（124 単位）に算入さ

れます。

（3）履修登録期間

履修登録は国際情報学部の履修登録期間に行ってください。

ただし、事前選考等の指示がある場合はそれに従ってください。

（4）他学部履修許可科目

科目設置学部において他学部学生の履修を許可した科目を他学部履修許可科目とし、

履修登録開始前までに一覧を発表します。なお、他学部で開講されている科目をすべ

て履修することができるのではなく、各学部から他学部履修可能科目として指定され

た科目のうち、国際情報学部が履修を許可した科目のみとなるので注意してください。

ただし、以下の科目は除外します。

〇国際情報学部設置科目と同一名称の科目、もしくは類似の科目

〇実技・実習を伴う科目

〇その他、国際情報学部が不許可とした科目

（5）他学部授業科目を履修できる年次

履修年次は 3・4年次です。

７．他学部授業科目

の履修について




